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研究の概要（200～300 字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

バイリンガルは日本語のような脱落主語言語での前方照応の解釈や産出において、談話・語用的に不要な場

面で明示主語を過剰に容認・産出する傾向があることが示されている。このような傾向はこれまで主に言語

知識と言語処理の方面からそれぞれ検討されてきた。言語知識アプローチでは、バイリンガルにおける明示

主語の過剰容認・産出は、二言語の知識が言語間で影響しているからであると説明される一方、言語処理ア

プローチでは、前方照応の処理に加えて二言語を制御する必要性から生じる認知的負荷に起因すると考えら

れている。本研究では、上記二つの説明のうちどちらがより当該の現象を説明できるのかについて、複数種

類の課題(オンライン理解[認知負荷の有無]、オフライン理解、ナラティブ産出、事後インタビュー)を用

い、バイリンガルの言語習得・使用に関わる諸変数を考慮した上で群間または群内比較分析を通して検討す

る。 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

  2020年度は、主に実験全体の手順の確定や各課題で使用する材料や機器の準備を行い、予備調査の実施

を重ねて必要に応じて修正を施し、本調査に向けて調整を行なってきた。また、本調査のための被験者募集を

実施し、順次データ収集を開始した。全体的に年度開始時に計画した予定通りに進み、目標は概ね達成された

と考える。 

 実験課題の手順については、予備調査を通して実験全体と各課題に要する時間を確認するとともに、各課題

を実施する順番に関してもカウンターバランスや被験者側の疲労、倦怠の点から検討を行なった。また、先行

研究を参考に作成した刺激文を予備調査として数人に回答してもらい、問題点を改善して本実験に備えた。事

後インタビューについては、主に第二言語習得研究領域の先行研究を参考にし、インタビュー全体の構造や質

問項目について検討を行なった。使用機器の準備に関しては、まず心理学実験設計ソフトウェア

（PsychoPy）を用い、オンライン課題（認知負荷有り・無し）として行う自己ペース読み課題を作成した。

作成した課題は試行を通して動作確認を行い、また必要なデータが取れているかを確認した。次に、ワーキン

グメモリ容量を測定するための数唱課題については、順唱、逆唱それぞれに用いるための数列を読み上げる日

本語音声を作成した。 

 本調査のための被験者募集は 1 月上旬から中旬にかけて本格的に実施し、1 月下旬から 3 月上旬にかけてデ

ータ収集を行った。現段階では、バイリンガル 3人、モノリンガル 6人のデータ収集が終了している。 

 次年度は、分析の下準備として得られたデータに加工やコーディングを施すとともに、現在も実施している

データ収集を継続していく。また、得られた結果に基づき論文を執筆し、国内外の査読付き学術雑誌に提出し

受理されることを目指す。また、研究会や学会での発表を通して得られるフィードバックを糧にして現在も進

行中である博士論文の執筆を進め、次年度内に予備論文提出を目指す。 
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